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Snow Country における感情表現の描写 *
瀬　良　晴　子
1 ．はじめに
　川端康成作『雪国』のエドワード・サイデンステッカーによる英語訳 Snow Country を
用いて、文学作品における感情表現の意味分析を行う。瀬良（2012）1では、短編の怪談に
おいて恐怖がどのように描かれているかを調べるため、語彙比較を行った。取り上げた
小説はディケンズの「信号手」“The Signalman”（約5100語）（1866）と、総語数が比較的
近く、書かれた時代も近いエドガー・アラン・ポーの「アシャー館の崩壊」“The Fall of 
the House of Usher”（約7200語）（1839）であった。両作品は語り手が主人公の悩みを聞き
ながらストーリーが進行し、悲劇的な結末を迎える「恐ろしい話」であるという類似点も
あった。
　しかし両作品における語彙では、感覚・感情・心理を表す語彙が重要である点は同じで
あるが、恐怖感を盛り上げるために、それらの語彙をどのように用いるかの方法が非常に
異なっていた。たとえば色彩では赤と黒はどちらの作品でも重要な働きをしていたが、「信
号手」では、それぞれ信号やトンネルなど、本来赤や黒であるものを形容し、実際的・日
常的な背景の中で起こる超自然現象の怖さを描き出していた。一方、「アシャー館の崩壊」
では赤は月を、黒は木立を形容するなど、本来の色とは違う色を用い、非日常的な背景を
作り出し、恐怖感を盛り上げていた。
　感情表現の用い方はいずれの作品でも効果的で、「信号手」では単に trouble が用いられ、
実直な信号手の実際的な悩みを描き、一層恐怖感を高めた。これに対して「アシャー館の
崩壊」では agitation, shudder, awe, terror, nervous など、主人公の病的な精神を描写し、
ゴシック小説の世界を作り出し、恐怖感を醸し出していた。
　それでは、感情が特に重要な働きを示すと予想される文学作品において、作者はどのよ
うに感情を描いているのだろうか。本論では『雪国』の英語訳 Snow Country を用いて、
特に感情表現に焦点を当てて意味分析を行う。
　言うまでもなく、川端康成は日本で初めてノーベル文学賞を受けた作家である。しかし
川端本人も述べたと伝えられているように、彼のノーベル賞受賞にあたっては翻訳者エド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊ 本稿は、2013 年 8 月ハイデルベルク大学（ドイツ）で開催された PALA（Poetics and Linguistics Association） 
年次大会における口頭発表「Depictions of emotions in Snow Country: A semantic analysis」を基にしている。
1  瀬良（2012）および、2012 年 7 月マルタ大学（マルタ共和国）で開催された PALA（Poetics and Linguistics 
Association）年次大会における口頭発表「Dickens’‘The Signal-Man’ and Poe’s ‘The Fall of the House of 
Usher’: How did they describe terror?」
ワード・サイデンステッカーの貢献が大きかったようである。そこで本論では翻訳と原作
の比較をするのではなく、Snow Country という「作品」における感情表現を分析する。
分析に用いるソフトウェアが英文用のものであり、前述の瀬良（2012）などと同じ手法を用
いて意味分析し、比較を可能にするためでもある。
2 ．コーパス分析ソフトウェアWmatrixについて
　コーパスと呼ばれる言葉のデータを分析するソフトウェアである Wmatrix について簡
単に紹介する。これはウェブ上で利用するもので、ランカスター大学の Paul Rayson に
よって開発された。テキストファイルをランカスター大学にある Wmatrix のサーバー2
にアップロードすると、自動的に語・文法（品詞）・意味の分類を行う。テキストは特に加
工する必要はない。 1 つのテキストを、この 3 つのレベルで分析することができるだけで
なく、同じく 3 つのレベルで他のテキストとの比較も可能である。
　比較は、自分でアップロードしたテキスト同士で行うこともできるし、Wmatrix に備
わっている基準となるデータ BNC Sampler とも比較できる。また、Wmatrix は比較し
た 2 つのテキストについて keyness というそれぞれのデータに特徴的な語・品詞・意味
概念を算出する。比較のための統計指標としては the log-likelihood statistic（対数尤度）が
用いられている。以下、LLと省略している。この数値で6.63が、統計的に有意であるかど
うかの境界である。そこで 2 つのデータを比べて、ある語やある意味カテゴリーについて、
この数値が 7 以上であれば、どちらかに多く用いられていると考えることができる。
　意味分析には USAS（UCREL Semantic Analysis System, UCREL: University Centre 
for Corpus Research on Language）の分類を用いる。これは階層的な分類であり、各語、
あるいは語群に意味のタグ（標識）を自動的につける。主要なカテゴリーは次の21である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2  http://ucrel.lancs.ac.uk/wmatrix/
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表１　USAS Tagset
A
general and
abstract terms
B
the body and the
individual
C
arts and crafts
E
emotion
F
food and farming
G
government  and
public
H
architecture,
 housing and the
home
I
money and commerce 
in industry
K
entertainment,
 sports and games
L
life and living
things
M
movement, 
location, travel
and transport
N
numbers and
measurement
O
substances, 
materials, objects
and equipment
P
education
Q
language and
communication
S
social actions,
states and
processes
T
Time
W
world and
environment
X
psychological
actions, states
and processes
Y
science and
technology
Z
names and grammar
　これらはさらに下位区分があり、感情（emotion）カテゴリーの例で見ると、E1からE6に
区分される。場合によってはE4のように、さらにもう 1 段階E4.1とE4.2に下位区分される。
さらに正負の概念を持つ項目には＋/－が付される。たとえば amused はE4.1+、despair 
はE4.1-となる。感情のカテゴリーEの下位区分全体と、感情描写に関連があるものとして
本論で注目する他の 2 つのカテゴリー、色のカテゴリーO4.3と動詞feltが含まれるX2.1に
ついては、関係する部分だけを下に示した。
E：emotion
 E1 General
 E2 Liking
 E3 Calm/Violent/Angry
 E4 Happy/Sad
  E4．1 Happy/Sad：Happy
  E4．2 Happy/Sad：Contentment
 E5 Fear/Bravery/Shock
 E6 Worry/Concern/Conﬁ dent
O： substances, materials, objects and equipment
 O4 Physical attributes
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  O4．3 Colour and colour patterns
X：psychological actions, states and processes
  X2 Mental actions and processes
  X2．1 Thought, belief
3 ．感情とは
3．1　哲学的に
　「感情」とは何かについては容易に定義できるものではない。Robinson （2005）では、感
情は次の 3 段階の過程 （three-stage process）であるとしている。まず 1 ）「これは良いこ
とか、悪いことか」などの本能的・瞬間的な感情的評価 （an aﬀ ective appraisal）、そして
2 ）「目をみはる、逃げる」など生理的・身体的反応 （physiological responses）、そして
最後に 3 ）認知的観察 （cognitive monitoring）となる。この最後の段階でしばしば「怖い」
「うれしい」「悲しい」などの感情表現が用いられる。たとえば森を歩いていてカサコソと
いう音を聞くと「ガラガラヘビかもしれない」と考え瞬時に警戒する。そして跳んで逃げ
るという身体的反応が起こる。本当にヘビであるか単なる棒切れなのかを認識し、ヘビだ
と分かれば「恐怖」の感情が引き起こされる （Robinson 2005：61）。しかし私たちが実際
に感じるのは単一の感情「怖い」や「うれしい」だけではなく、さまざまな複雑な感情が
同時に入り混じっていたりする。また、うれしくなったり悲しくなったりと刻々と移り変
わったりもする。さらに、複雑な感情は単一の言葉で表現できないことも日常経験するこ
とであろう。
3 ．2　感情の意味カテゴリー
　しかし感情を言語的に分析するにあたっては、何かのよりどころが必要である。Snow 
Country の冒頭の有名な一文、The train came out of the long tunnel into the snow 
country は、原文「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった」とは少し異なって訳さ
れている。しかし、英文・原文とも感情を表す語はないものの、十分に読者の感情をかき
たてていると思われる。状況によっては、「雨が降っている」も万感の感情を込めて語られ、
聞く者にも伝わることもあるだろう。実際の発話の場面では、表情や態度などの非言語コ
ミュニケーションによっても感情が豊かに表現される。言葉だけで語られる文学作品でも、
雨、北国、国境のトンネルなどさまざまな語句で感情を伝えうる。しかし感情を分析する
にあたって、もっとも確実な出発点は、やはり「悲しい」「うれしい」などの感情を直接
描写する語彙であろう。本研究では、感情の意味カテゴリーに属する語彙を主な分析対照
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とする。
　USASで感情の意味カテゴリーであるEと、感情表現と関わりのある動詞feelを含むカテ
ゴリーX2.1、さらに Snow Country で感情と結びつきがあると思われる色のカテゴリーで
あるO4.3の 3 つのカテゴリーを中心に分析する。
4 ．比較
4．1　Snow CountryとBNC Sampler Imaginative
　まず、Wmatrix に備わっている書き言葉のコーパスのうち、戯曲・詩・散文（prose 
ﬁ ction）など文学作品を集めた BNC Sampler Written Imaginative （222,541 語）と、Snow 
Country とをカテゴリーEに関して比較した。上述のように統計的に有意であるのは、LL
（the log-likelihood）が 7 以上であるので、この数値が 7 以上のものだけを表にあげている。
以下の表についても同様である。表 2 では、+/－の列がすべて－（マイナス）であること
から、Snow Country は文学作品としては感情表現の割合がやや少ないことが分かる。
表 2　BNC Sampler Written Imaginative との比較 
Snow Country BNC Sampler Written Imaginative
数 % 数 % +/－ LL
E4．1+ 90 0.25 825 0.37 － 13.2 Happy
E5－ 29 0.08 340 0.15 － 12.7 Fear/shock
E3－ 51 0.14 477 0.21 － 8.35 Violent/Angry
E6－ 33 0.09 333 0.15 － 7.86 Worry
E2＋ 64 0.18 559 0.25 － 7.03 Like
4 ．2　怪談との比較
　瀬良（2012）で用いた怪談と Snow Country とを比較した。まずディケンズの“The 
Signalman”と比較すると Worry が－（マイナス）で Signalman にやや多く、Happy は＋
で LL値は 7 を少し下回るが、Snow Country にやや多いことが分かる。
表 3　The Signalmanとの比較 
Snow Country The Signalman
数 % 数 % +/－ LL
E6－ 33 0.09 12 0.25 － 7.15 Worry
E4．1+ 90 0.25 4 0.08 + 6.87 Happy
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　次に“The Fall of the House of Usher”と比較した場合も+/－の列はすべて－で、
Usher に特徴的に見られた感情項目が明らかになるだけである。
表 4　The Fall of the House of Usherとの比較
Snow Country Usher
数 % 数 % +/－ LL
E3－ 51 0.14 31 0.45 － 22.1 Violent/Angry
E5＋ 2 0.01 8 0.12 － 19.8 Bravery
E5－ 29 0.08 20 0.29 － 16.8 Fear/shock
E1　 33 0.09 19 0.28 － 12.6 Emotional Actions, States And Processes General
4 ．3　政治演説との比較
　また瀬良（2010）で分析したアメリカの大統領や日本の首相の演説のコーパスとも比較し
てみた。+/－の列で－の項目は演説の方に多いことを意味するが、E6+ （Conﬁ dent）, E5+ 
（Bravery）などは政治演説でよく聞かれる語彙分野であることから、容易に予想できる結
果である。しかし、他は Snow Country に多い。さらに上記の文学関係のデータとの比較
結果と比べて、たとえばE4.1+はLL値が118であるなど、数値が非常に高い。
表 5　政治演説との比較
Snow Country 政治演説
数 % 数 % +/－ LL
E4．1+ 90 0.25 56 0.04 + 118 Happy
E6+ 8 0.02 175 0.13 － 39.3 Conﬁ dent
E1 33 0.09 32 0.02 + 29.6 Emotional Actions, States And Processes General
E4．1－ 71 0.2 125 0.09 + 26.4 Sad
E5+ 2 0.01 76 0.05 － 22.3 Bravery
E2+ 64 0.18 132 0.09 + 16.3 Like
4 ．4　文学作品と演説における感情のカテゴリー
　上の 4 つに比較において、Snow Country は文学作品としては、感情表現が特に多い
とは言えない。しかし、演説と比べた場合は、演説によく見られそうな感情は別として、
Snow Country の方が多くの感情表現を用いている。またその数値も、文学作品間との数
値よりはるかに高く、差が大きいことが分かる。限られたデータで、比較の数も十分では
ないが、文学作品においては、ある一定の割合の感情表現が含まれていることが推測でき
る。これは興味深い点ではあるが、本論では Snow Country における感情描写が主な研究
目標であるので今後の研究課題とし、以下では、E（感情）のカテゴリーの下位区分につい
てさらに詳しく調べていくことにする。
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5 ．BNC Sampler Written との比較
5．1　Snow CountryとBNC Sampler Written
　文学作品のコーパスと比べるとあまり差が大きくないことから、次に Wmatrix に備
わっている書き言葉全体のコーパスである BNC Sampler Written （968,267 語）を比較の
対象として用いる。
表 6　BNC Sampler Writtenとの比較
Snow Country BNC Sampler Written
数 % 数 % +/－ LL
E4．1－ 73 0.2 979 0.1 + 27.9 Sad
E4．1+ 90 0.25 1370 0.14 + 24.1 Happy
E1 32 0.09 373 0.04 + 16.8 Emotional Actions, States And Processes General
E2++ 2 0.01 384 0.04 － 16.1 Like
E3+　 41 0.12 623 0.06 + 11 Calm
　書き言葉全体と比較した場合は、やはり文学作品である Snow Country には感情表現が
多く含まれていることが分かる。特にSadやHappyが特徴的であると推測できる。
5 ．2　怪談とThe Izu Dancer
　上にあげた 2 つの怪談“The Signalman”と“The Fall of the House of Usher”、ま
た Snow Country と同様に川端康成作『伊豆の踊子』のサイデンステッカー訳 The Izu 
Dancer を BNC Sampler Written と比較した。感情のカテゴリーEについて見ると、その
LL値が 7 以上のEの下位カテゴリーは下の表のとおりである。
表 7　 3 つの文学作品とBNC Sampler Writtenとの比較
作品 特徴的な感情カテゴリー LL
The Signalman Worry +7.50
The Fall of the 
House of Usher
Fear/Shock +23.00
Violent/Angry +21.56
Bravery +19.59
Sad +10.18
The Izu 
Dancer Happy +21.13
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　Wmatrix によって算出された特徴的な感情カテゴリーは、それぞれの作品の解釈にお
ける重要な感情と一致していると言える。『伊豆の踊子』は、結末では踊子と別れるが若
者の淡い想いを描いており、深刻な悲恋の物語ではない。Happy が重要な感情表現とす
る分析結果は妥当なものと言える。Snow Country については Sad がもっとも重要な感情
カテゴリーであると考えられるため、さらに詳しくこの項目を検討する。
6 ．Snow Country における感情カテゴリー
6．1　Snow Country におけるSad
　感情のカテゴリーEの下位区分 E4.1 （Happy/Sad）において E4+であれば Happy、　
E4.1－であれば Sad と分類される。 Snow Country にもっとも特徴的であるのは E4.1
－の Sad であるが、これは単語の sad という語だけを含むという意味ではない。Snow 
Country では下の表 8 のような語がこの Sad のカテゴリーに含まれている。
表 8　Snow Country 中のカテゴリーE4－に属する語
数 % 数 %
sad 21 0.06 burst_into_tears 1 0.00 
emptiness 4 0.01 cries 1 0.00 
cried 3 0.01 depressed 1 0.00 
embarrassed 3 0.01 discomposure 1 0.00 
jealous 3 0.01 disconsolately 1 0.00 
regrets 3 0.01 downcast 1 0.00 
upset 3 0.01 forlorn 1 0.00 
cry 2 0.01 glum 1 0.00 
desperate 2 0.01 grieved 1 0.00 
embarrass 2 0.01 long faces 1 0.00 
grave 2 0.01 poignancy 1 0.00 
pitied 2 0.01 regret 1 0.00 
remorse 2 0.01 sadly 1 0.00 
sorrow 2 0.01 sadness 1 0.00 
weep 2 0.01 wept 1 0.00 
weeping 2 0.01 
　やはり圧倒的に sad という単語そのものが多く、この語が Snow Country で重要な役
割を果たしていると考えられる。そこで具体的に sad が作品中どのように使われている
か、文脈を下に示す。末尾にはその語がどの人物に関して用いられているのかをあわせて
記している。
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― It was such a beautiful voice that it struck one as sad. （Yoko’s voice） （p.5）
― For Shimamura there was none of the pain that the sight of something truly sad 
can bring. Rather it was as if he were watching a tableau in a dream. （Yoko and 
Yukio？） （p.9）
― The obi seemed expensive, out of keeping with the kimono, and struck him as a 
little sad. （Komako’s obi） （p.18）
― The high, thin nose was a little lonely, a little sad …. （Komako’s nose） （p.32）
― There was something lonely, something sad in it …. （Komako’s manner） （p.42）
― She did not seem to ﬁ nd herself especially sad, but in Shimamura’s eyes there 
was something strangely touching about her. （Komako） （p.43）
― “This makes me very sad.” She said only that. （Komako） （p.46）
― It was that clear voice, so beautiful that it was almost sad. （Yoko’s voice） （p.56）
― The high, thin nose was usually a little lonely, a little sad…. （Komako’s nose） 
（p.73）
― Komako’s too-black hair was a little touching, a little sad…. （Komako’s hair） （p.80）
― It’s very sad. We used to be able to work things out together, but now it’s every 
geisha for herself. （状況） （p.97）
― Kikuyu is a very sad case. （Kikuyu 温泉の別の芸者） （p.97）
― It makes me very sad to think about Kikuyu. （Kikuyu） （p.98）
― …it made her sad to think that she could not give her whole self to him. （Komako） 
（pp.106-107）
― … in that voice so clear he found it a little sad. （Yoko’s voice） （p.108）
― … she sang in that voice so clear it was almost sad…. （Yoko’s voice） （p.109）
― Something must be making you sad. （Shimamura） （p.118）
― There was something sad about the full ﬂ esh under that white powder. （Komako） 
（p.130）
― …his sad little dream world sprang. （Shimamura’s dream） （p.131）
― “It makes me very sad,” she murmured to herself. （Komako） （p.148）
― “That’s right. It’s a sad little pump, though, isn’t it. （a pump） （p.169）
（強調は論者）
　人物の発話中のものも含まれるが、多くの場合、ヒロインである Komako について 
sad が用いられたことが分かる。
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6 ．2　Sad と悲しい
　Sad は日本語では「悲しい」である。本論は Snow Country の分析を主眼としているが、
原文にある「悲しい」についてもここで簡単に示しておく。『雪国』では駒子が「悲しいわ」
と言う場面が 3 回ある。Snow Country ではそれぞれ次のように訳されている。
　　This makes me very sad.　（p.46）
　　I’m very lonely sometimes. （p.102）
　　It makes me very sad. （p.148）
　また、英語訳では sad は21例あるが、必ずしも原文では「悲しい」ではない。10例は「悲
しい」であるが、11例は他の語である。消火用のポンプの sad little pump は原文では「心
細い」であるが、他は類似の感情を表すと思われるような語「痛ましく、寂しい（ 2 例）、
寂しがる、哀れな（ 2 例）、みじめに、つまらない、可哀想な（ 2 例）」が用いられている。
　「悲しいわ」の英訳の１つ lonely はUSASのカテゴリーでは S （Social Actions, States 
and Processes）の下位区分 S5 （Group and aﬃ  liation）に分類され、否定的な意味を持つた
め S5－とマイナス符号が付されている。訳語にも用いられるほど、作品中では近い概念
であるが、sad とは別のカテゴリーになっていることは注意が必要である。
7 ．Snow Country における felt, thought
　次に感情を表現するときによく使われる feel とその派生語、また時には feel と類似の
用い方をされる think とその派生語について、ここで検討する。どちらも USAS 意味カ
テゴリーでは X （Psychological Actions, States and Processes）の下位区分 X2 （Mental 
actions and processes）のさらに下位の区分 X2.1 （Thought, belief）に分類される。Snow 
Country で X2.1に属する語を下の表 9 に示した。総語数は違うので単純に比較できない
が“The Fall of the House of Usher”の例を参考までに右側に付している。X2.1全体では
Usher にやや多く、though や felt は Snow Country の方がやや多い割合であるが、統計
的に有意であるほどの差は見られない。
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表９　Snow CountryとUsher においてX2.1に含まれる語（２以上）
Snow Country 数 ％ Usher 数 %
X2.1 227 0.64 X2.1 56 0.81
thought 38 0.11 felt 5 0.07
felt 38 0.11 feeling 4 0.06
feel 32 0.09 thought 4 0.06
think 28 0.08 found 3 0.04
feeling 16 0.04 imagination 2 0.03
wonder 12 0.03 impression 2 0.03
wondered 10 0.03 considered 2 0.03
thinking 7 0.02 believe 2 0.03
suppose 7 0.02 feel 2 0.03
believe 6 0.02 regarded 2 0.03
impression 4 0.01 feelings 2 0.03
wondering 4 0.01 opinion 2 0.03
imagination 2 0.01
suspect 2 0.01
ﬁ nd 2 0.01
imagine 2 0.01
considered 2 0.01
found 2 0.01
 
7 ．1　felt
　感情表現の描写に特に重要であると思われる feel であるが、　語りにおいては過去形が
用いられるので、ここでは felt について詳しく調べる。Feltは、Snow Countryに38例含
まれるが、そのいくつかの例を以下にあげる。多くは語り手である主人公、Shimamura 
が主語であり、彼の感情を直接的に述べている。A little guilty が 2 例あり、Komako の
真剣な思いに応えられない後ろめたさが感じられる。一方、明言はしないのであるが、
Yoko に対して惹かれる気持ちが felt でほのめかされている。
― …Shimamura felt his chest rise at the inexpressible beauty of it.  （it = Yoko’s 
face）  （p.9）
― He felt a current pass through him…. （p.14）
― It was therefore friendship more than anything else that he felt for the woman. 
（p.19）
― Her voice carried such a note of immediate feeling that he felt a little guilty…. 
（p.23）
― He felt a little guilty, as though he had deceived her…. （p.25）
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― Shimamura felt the same senseless laugh rising again. （p.29）
― He felt a high laugh mount to his lips…. （p.46）
― For an instant Shimamura felt something very near physical revulsion. （p.83）
― Shimamura felt a sentimental longing for the human skin. （p.111）
― Now that he knew Yoko was in the house, he felt strangely reluctant to call 
Komako. （p.127）
― She darted a glance at him with those beautiful eyes, so bright that he felt 
impaled on them. （p.134）
― Shimamura felt a violent rising in his chest. （p.172）
（強調、下線は論者）
　His chest rise のほか、current pass, something very near physical revulsion など身体的
な反応が felt で表現されている。先に見たように感情が 3 つのプロセスであるとすれば、
felt は第 1 の直観的な段階と第 2 の身体的反応の段階に、主に関係すると考えられる。
7 ．2　thought
　次に felt と同じカテゴリーX2.1に属する thought の主な例をあげる。
― So we have to go through that again, thought Shimamura. （p.45）
― This morning, as he glanced at Komako in that mirror reﬂ ecting the mountain 
snow, he had of course thought of the girl in the evening train window. （p.53）
― Ah, this woman is in love with me ― but he was annoyed with himself for the 
thought. （p.72）
― If man had a tough, hairy hide like a bear, his world would be diﬀ erent indeed, 
Shimamura thought. （p.111）
― When he was far away, he thought incessantly of Komako….  （p.112）
― … he sometimes thought for an instant of the children he had left in Tokyo. 
（p.132）
― … thought how unlikely it was that he would come again once he had left. （p.155）
（強調、下線は論者）
　過去形の thought だけでなく、名詞も上に含まれている。Felt を用いてもよいと思わ
れる場合もあるが、felt の例と比べると thought の内容はより論理的、理性的、あるいは
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分析的であると思われる。たとえば、Ah, this woman is in love with me ― but he was 
annoyed with himself for the thought などである。
　先に見たように感情が 3 つのプロセスであるなら、thought は 3 つ目の認知的観察
（cognitive monitoring） あるいは意識的な判断による感情の分類（a conscious judgement 
cataloguing the emotion） （Robinson 2005: 97）と言えるのではないだろうか。Thought は
人物の感情を表現するというより、説明する役割を持つことが多いのではないかと推測さ
れる。
8 ．Snow Country における色カテゴリーO4.3
　Snow Country における色のカテゴリーO4.3 で、もっとも多い 6 つの色を下にあげる。
実際はさらに多くの色が含まれている。このカテゴリーについて BNC Sampler Written 
や怪談、The Izu Dancer とその頻度を比較したものが下の表の右側である。文学作品の
中で色彩を表す語が比較的用いられると言える。
表10　Snow Country における色のカテゴリーO4.3
Snow Country 数 ％ O4.3 について
他のコーパスと比較
LL
red 32 0.09
white 29 0.08 BNC Sampler Written 70.18
bright 19 0.05 BNC Sampler Written Imaginative 20.01
black 15 0.04 The Izu Dancer 19.55
colour 13 0.04 The Fall of the House of Usher 0.09
green 9 0.03 The Signalman 2.95
　訳者のサイデンステッカーは川端の色の使い方が単純すぎると言っているが3 、冒頭の
列車の中の女性、Yokoの赤い頬と窓外の雪の白さの対象は、印象に残る場面である。
The white in the depths of the mirror was the snow, and ﬂ oating in the middle of 
it were the woman’s bright red cheeks. There was an indescribably fresh beauty in 
the contrast. （p.48） 
　次の例も女性の頬と雪の白さの対象が描写されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3  「『雪園』は例外があるかもしれませんが、だいたい黒と白と赤だけです。恐らく川端先生は色に鈍感ではな
かったかと思われることがあります。アケビにしてもモミジにしても柿もみな赤い…RED。
　　 ご存じのように柿の色とモミジの色とアケビの色はみな違うんです。先生はもう少し詳しく説明すれば良
かったと思いますが、みな RED です。」（長谷川 1998 : 98）
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Komako’s face glowed forth, and as quickly disappeared. It was the bright red it had 
been in the mirror that snowy morning, and for Shimamura that color again seemed 
to be the point at which he parted with reality.　（p.85）
　どちらの例も現実と非現実の境界をさまよう光景の描写に、赤と白の対比が効果的に用
いられている。直接的な感情表現ではないものの、主人公 Shimamura の感情と関わりが
あるのではないかとも考えられる。
9 ．結論
　本論では Snow Country と、基準となる BNC Sampler Written, BNC Sampler Written 
Imaginative コーパスや、いくつかの文学作品について、感情表現を比較した。比較の数
が限られてはいるが、文学作品においてはある程度類似の割合で、感情表現が含まれてい
ると推測できた。
　BNC Sampler Written と比較することにより、Snow Country のもっとも重要な感情は 
Sad のカテゴリーであることが Wmatrix の分析により明らかになった。これはヒロイン 
Komako の悲しさという、この物語の重要な文学的解釈と合致するものである。原文の
「悲しい」の訳語が必ずしも sad ではなく、E4.1－の Sad のカテゴリーに属さない lonely 
の場合があるなど、機械的な分析には確かに注意を要する点もある。しかし人間の目で 1
語 1 語調べたとしても、すべての語を正確に分類するのは不可能であるし、個人差も生じ
うる。今回の研究で用いたソフトウェア Wmatrix は短時間に多くの言語データを一定の
正確さ（92%）4 で分析でき、文学的解釈に客観的根拠を与えてくれる可能性が高い。また、
予期していない分析結果が出た場合は、異なる文学的解釈へのヒントや、新たな研究課題
を提示してくれる可能性もある。Wmatrix のようなコーパス分析ソフトウェアが、文学
作品についてかなり信頼できる分析結果を示しうることが分かった。
　文学作品ばかりでなく日常生活においても、感情を「悲しい」と直接に述べるだけでな
く、「雨が降っている」のように直接的な感情表現を用いずに表現することもある。たと
えば大友旅人が妻の死を知って詠んだ「世の中は空しきものと知る時しいよいよますます
悲しかりけり」では悲しみを直接的に表現している。一方、弟である大津皇子を偲んで、
姉の大伯皇女が詠んだ歌「うつそみの人にあるわれや明日よりは二上山を弟世とわが見
む」では直接的な感情表現は用いられていない。しかし前者に劣らぬ深い悲しみを伝え
ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4  Wmatrix ヘルプページで USAS のタグ付けの正確さは 92% としている。http://ucrel.lancs.ac.uk/wmatrix3.
html（2014 年 2 月 8 日）
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　サイデンステッカーは『雪国』は曖昧な言葉であると述べている。5　しかし本論での感
情を表すカテゴリーの分析によれば、Snow Country では大友旅人の歌のように、感情が
直接的に述べられていると考えられる。
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